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乳児クラス月主題：「見つけたよ」 

幼児クラス月主題：「見つけたよ」 
  

聖和乳幼児保育センターのある西宮聖和キャンパスは、新緑の緑がまぶしく、若葉をわたる風も 

さわやかな季節となりました。ヤマボウシやアメリカハナミズキの花もまもなく満開となり、１年中を 

通じて最も過ごしやすい季節です。４月から新しく入園した子どもたちも少しずつ園の生活に慣れ、 

お友だちと楽しく過ごすようになりました。ただ、今年は１０日間の大型連休がありますので、子どもたちは 

保護者の皆様と過ごした楽しかったことが忘れられず、連休明けの保育は子どもたちや保護者の方、 

また私たちにとって慣れるのに少し時間がかかりそうです。 

さて、この園だよりは「のびる芽」というタイトルですが、子どもたちにとってこの季節は親からの 

愛情を十分に受け、保育園では先生の愛情に守られ、また同世代の子どもたちから刺激を受け、新芽を 

大きく伸ばし始めています。人の一生に例えるとまさに春は幼年期であり、夏の青年期を経て、秋には 

豊かな実りをもたらす（こころ豊かな人生を送る）ための一生にとって本当に大切な準備の季節（期間）で 

あると思います。 

私を始め、聖和乳幼児保育センターの職員はこのことを十分に理解し、保護者の皆様とともに、 

子どもたち一人ひとりの個性を大事にしながら「若い芽」を伸ばしていけるよう努力してまいります。 

保護者の皆様におかれましても、聖和乳幼児保育センターの保育にご理解、ご支援賜りますよう 

お願い申し上げます。 
 

＝お知らせ＝ 
 

  ☆関西学院大学教育学部２年生の学生が実習をします。 

    ◇５/１６(木)、２３(木)、３０(木) 
     

☆トライやるウィークについて 
 

上ヶ原中学校２年生、甲陵中学校２年生、甲武中学校２年生が 

職場体験をします。 

◇上ヶ原中学校 ５/１３(月)～５/１７(金) 

◇甲陵中学校  ５/２０(月)～５/２４(金) 

◇甲武中学校  ５/２７(月)～５/３１(金) 

 

☆【登園可能証明書・登園届】をホームページでダウンロードできるようになりました。 
 



＝５月の行事＝ 
 

７日（火） 幼児クラス合同礼拝（４．５歳児） 

８日（水） 体育遊び（５歳児） 

９日（木） 避難訓練 

１０日（金） 赤ちゃんすくすく・すくすく子育て教室 抽選日 

１３日（月） 幼児クラス合同礼拝（４．５歳児） 

１６日（木） 内科健診（０．１．３歳児） 

１７日（金） 誕生会 １０：００～ 

２０日（月） 幼児クラス合同礼拝（４．５歳児） 

２１日（火） うさぎ組 春の遠足 

２２日（水） 体育遊び（５歳児） 

２３日（木） 耳鼻科健診（全園児） ９：３０～ 

２４日（金） 赤ちゃんすくすく・すくすく子育て教室 開講式 

２７日（月） 幼児クラス合同礼拝（４．５歳児） 

２９日（水） ひつじ･ぞう組 春の遠足 
 

◇５月１０日（金）は、職員会議があります。 

 

＝尿検査実施のお知らせ＝ 
 

西宮市の指導により子どもたちの健康管理の一環として、検査機関を通じて、 

尿検査を行います。検査の対象は３歳児以上(うさぎ･ひつじ･ぞう)です。 

  疾病予防・生活習慣について再確認する機会となりますので、忘れず提出してください。 

◆検尿キット配布日・・・５／７(火) 

◆提出日･･･５／２２（水） ・ ５／２４(金) 

各日９：３０まで(必ず提出日の朝、採尿してください。) 

◆提出場所：玄関前ホール 
 
 
 

＝お願い＝ 
 

西宮市保健衛生指導による保育園における与薬の考え方について、ご理解いただき、内服薬、外用薬ともに 

家庭で与薬することのご協力をお願いいたします。 
 

現在、特に外用薬（塗り薬）をお預かりすることが多くなっています。 

「やむを得ず薬を持参する場合」というのは、医師の診断による一時的な皮膚の状態の悪化が見られる 

場合のことです。年間を通してお持ちいただくことはご遠慮ください。 
  
「予防のため」「子どもからの申し出」等による与薬に関しましては家庭でフォローしていただきますよう 

お願いいたします。 

また、塗り薬がなくなり、引き続き処方される場合は、その都度、保育園での与薬の必要性について 

医療機関に確認してください。 
  
塗り薬の与薬につきましては、複数名、または毎日継続してお預かりした場合、保育中のことでもあり、 

与薬に十分な時間を割けないのが現状です。どうかご理解いただき、原則家庭で与薬することのご協力を 

よろしくお願いいたします。 


